
研修目的：感染症、感染対策に関する基本的な知識・技術をアップデートして、自施設内の 

感染対策の取り組みを考え、実践できる人材を育成する。 

対象施設：高齢者施設、障害者施設、助産所、診療所等 

対 象 者：施設内の感染対策の役割を担う医療職 

 

令和 8 年度感染対策リーダー養成研修事業 

公開講座（オンデマンド研修動画配信）のご案内 

本研修では、医療機関向けオンデマンド研修講義の一部を高齢者施設・障害者施設・助産所等を対象

に公開講座として配信いたします。医療職に必要な感染対策のノウハウを身につけていただき、感染防

止対策を施設全体で取り組むことに活かしていただきたいと考えております。ぜひ研修への参加をご検

討ください。 

 

 

 

 

 

●実施内容：講義動画の配信 

●視聴期間：令和８年１２月１日（火）～令和９年２月２８日（日） 

●研修方法：オンデマンド配信により、講義動画をどの科目からでも受講できます。 

 申込者にはＩＤとパスワードを発行いたします。 

※オンデマンド視聴に関しては、インターネットに接続し、ＩＤ・パスワードを入力して 

 視聴していただきますので、PC またはタブレット、スマートフォンが必要になります。 

●申込期間： 令和８年１０月１日（木）～１１月１０日（火）  

●受 講 料： 無料 

●定   員： 500 名 -応募者多数の場合、受講をお断りする場合がございます。 

●申込方法： 東京都受託事業「東京都感染対策リーダー養成研修事業 公開講座」 

 専用申込フォーム（URL または QRコード）からお申込みください。 

    【URL】https://www17.webcas.net/form/pub/tna_kansen/open 

【申込・受講にあたってのお願い・ご注意】 

⚫ 講義動画の視聴方法に関しては、ご登録のメールアドレス宛に別途送信・ご案内いたします。 

⚫ 講義資料はご自身でダウンロードしていただきます。 

⚫ 研修映像の撮影、録画、録音、画面のスクリーンショット、講義資料や詳しい内容のSNSへの掲載を固くお断りします。 

⚫ 研修受講用メールアドレスは、メール不達などのトラブルを防ぐため、携帯キャリアメール（docomo、au、softbank等）

およびiCloud以外
．．

でのご登録をお願いします。（Gメール、Yahooメール等推奨） 

※ iCloudでは容量不足で動画視聴ができない事例が多数起きています。 

⚫ 登録したメールアドレスは、研修終了時まで変更しないようにしてください。 

⚫ お使いのメールボックスの「迷惑メール設定」「受信拒否設定」「指定ドメイン受信設定」等、設定内容をご確認のう

え、@tna.or.jp が受信できるようにしてください。 

⚫ 修了要件はなく1科目から受講が可能であるため、受講証の発行はございません。あらかじめご了承ください。 

 

 

 

 

●事業に関するお問合せ 

東京都保健医療局感染症対策部防疫課  

指導調整担当 田中・佐々木 

電話：０３－５３２０－４３８１ 

●申込・実施方法・研修内容等に関するお問合せ 

公益社団法人東京都看護協会 危機管理課 担当： 伊藤・安藤・仙道 

電話：０３－６３００－５４４７   

e-mail：kansen_2@tna.or.jp  

 



オンデマンド研修動画一覧 

№ 科目 内容概要 講師（敬称略） 分 

１ 標準予防策① 
標準予防策概論 

手指衛生 

美島 路恵 

東京慈恵会医科大学付属 

病院 

20 

２ 標準予防策② 個人防護具の活用 

美島 路恵 

東京慈恵会医科大学付属 

病院 

20 

３ 

感染経路別予防策 

（飛沫・エアロゾル・空気

予防策）① 

飛沫予防策/エアロゾル予防策/ 

  空気予防策概論 

小松崎 直美 

順天堂大学医学部附属順天

堂医院 

10 

４ 

感染経路別予防策 

（飛沫・エアロゾル・空気

予防策）② 

各論（インフルエンザ、COVID-19、結核） 

小松崎 直美 

順天堂大学医学部附属順天

堂医院 

30 

５ 
感染経路別予防策 

（接触予防策）① 
接触予防策総論 

土屋 圭祐 

感染対策委員 
10 

６ 
感染経路別予防策 

（接触予防策）② 

接触予防策各論 

（多剤耐性菌、感染性胃腸炎、CDI） 

土屋 圭祐 

感染対策委員 
30 

７ 

医療器具・手技関連感染予

防策（血管内留置カテーテ

ル関連血流感染予防策） 

・血管内留置カテーテルの種類と感染リスク 

・予防策の根拠となるガイドライン 

・感染のリスク因子と予防策 

武良 由香 

日本看護協会看護研修学校 
20 

８ 

医療器具・手技関連感染予

防策（膀胱留置カテーテル

関連尿路感染予防策） 

・膀胱留置カテーテル留置のリスク 

・予防策の根拠となるガイドライン 

・感染のリスク因子と予防策 

土屋 尚子 

感染対策委員 
20 

９ 
職業感染予防 

（針刺し・ワクチン） 

・職業感染の概要 

・血液・体液曝露（針刺し）について 

・結核、流行性ウイルス感染症と曝露時の対応 

・医療機関におけるワクチン接種の意義 

堀井 久美 

感染対策委員 
30 

10 洗浄・消毒・滅菌 

・再生処理工程 

・洗浄/消毒/滅菌 

・再生処理工程の中央化 

前多 香 

東京北医療センター 
20 

11 

ファシリティ・ 

マネジメント 

（清掃・リネン類の取り扱

い・医療廃棄物管理） 

・清掃と環境消毒について 

・リネンの回収、洗濯法 

・廃棄物に関する法律とマニュアルと分類 

・感染性廃棄物の取り扱い 

・廃棄物処理の流れ 

栁澤 敏子 

感染対策委員 
30 

12 手指衛生サーベイランス① 
・目的と対象 

・アルコール手指消毒剤等の消費量調査 

小澤 賀子 

日本看護協会看護研修学校 
20 

13 手指衛生サーベイランス② 
・直接観察による遵守率測定 

・フィードバック 

小澤 賀子 

日本看護協会看護研修学校 
20 

14 アウトブレイク時の対応 

・アウトブレイクとは 

・アウトブレイク時の対応方法 

・アウトブレイクを未然に防ぐためにできること 

西川 美由紀 

日本赤十字社医療センター 
30 

15 保健所との連携 

・感染症対策における保健所の役割と機能 

・医療機関と保健所の連携体制 

・感染症発症時の届出および報告の流れ 

・アウトブレイク時の保健所との連携と対応 

村井 やす子 

南多摩保健所 
20 

16 
高齢・療養施設における 

感染対策 

・感染のリスク 

・感染予防策のポイント 

・おむつ交換のポイント 

佐々木 恭兵 

国立あおやぎ苑 
30 

注 1）プログラムは予告なしに変更する場合があります。        注 2）講師の所属は、令和 8 年 4月 1 日時点のものです。 


